
イ 、

岩 永  利 勝  議 員
稲築平東地区の豪雨災害について

山 倉   敏 明  議 員
老朽化した危険家屋の対策について

田 中  義 幸  議 員
デジタルSTB設置工事 について

藤    伸 ―  議 員
空き家対策について

赤 間  幸 弘  議 員
通学路及び学校施設の安全対策について

山 本  幹 雄  議 員
遠賀川内の固定堰の改修について

廣 方 悟  議 員
国道 32盆 号八丁峠 トンネル開通 に合わ 10P
せ た夢 と希望のあるまちづ くり構想の策

定について

北 冨  敬 三  議 員
自門井堰 から上三緒 に流 れてひろ水路 1lP
について

10P

1lP

12P

13P

14P

宮 原   由 光  議 員
熊 ヶ畑地 区の産業廃棄物最終処分場 に 13P
ついて

森    裕 治  議 員
嘉麻市農業政策について

田 中 日 本 明
庁舎建設について

議 員

田 淵 千 恵 子
教育行政について

12P

14P
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岩 永 利 勝 議 員

稲築平東地区の豪雨災害について

間.舗装。
ull溝などの

損壊箇商の対策は

答:詳細な調査を行い、
実施していく

質
　
７
月
１４
日

の
豪
雨
災

害

で
は
、
床
下

・
床
上
浸

水
被
害
が
、
市
全
体

で
４

３
１
件
と
報
告
さ
れ
、

こ

の
中

に
稲
築
平
東
地
区
も

含
ま
れ

て
い
る
。

こ
の
地

域
は
、
山
あ

い
か
ら

の
大

水

に
よ
り
床
下

に
流
れ
込

ん
だ
土
砂
等

や
い
側
溝
等

に
堆
積
し
た
土
砂
を
、
地

元

の
方
が
協
力
し
て
掃
除

さ
れ

て
い
た
が
、
土
砂
が

流
出
し
た
山
林

の
所
有
者

と

の
協
議
や
要
請
は
行

っ

た
の
か
。

有
田
農
林
整
備
課
長
　
上

流

に
は
３

つ
の
谷
が
あ
り
、

山
林
所
有
者

か
ら
承
諾
を

得

て
、
県
営
治
山
事
業
と

し
て
県

に
要
望
し
て
お
り
、

早
急
な
対
応
が
必
要
と
考

え
て
い
る
。

質
　
ど

の
く
ら

い
で
整
備

で
き
る
の
か
。

農
林
整
備
課
長
　
市
内

の

３６

カ
所

に
つ
い
て
要
望
し

て
い
る
が
、
県
は
人
的
な

災
害
が
起

こ
り
う
る
箇
所

を
優
先
し
て
事
業
を
実
施

し
て
お
り
、
飯
塚
農
林
事

務
所
と
も
調
整
し
な
が
ら
、

対
策
を
検
討
し
た

い
。

鷺
　
入フ
回
の
豪
雨
災
害
で

舗
装
や
側
溝
な
ど
が
損
壊

し
て
い
る
箇
所
が
相
当
見

受
け
ら
れ
る
の
で
、
早
急

に
調
査
し
て
も
ら
い
た
い
。

山
口
土
木
課
長
　
平
東
地

区
の
被
害
箇
所
を
確
認
し

た
と
こ
ろ
、
舗
装
や
水
路

等
の
損
傷
は
、
地
下
水
に

よ
る
陥
没
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
る
。
山
か
ら
谷
に

流
れ
、
平
地
に
向
か

っ
て

地
下
水
が
湧
き
上
が

っ
て

き
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。

質
　
地
下
水
に
よ
る
損
傷

で
あ
れ
ば
、
強
固
な
地
盤

や
地
下
水

の
対
策
が
必
要

で
は
な

い
か
。

土
木
課
長
　
詳
細

に
調
査

し
実
施
し
て
い
き
た

い
。

賞
　
同
じ
行
政
区
内

の
手

洗

い
場
た
め
池
か
ら
農
業

用
水
が
溢
れ
出
し
、
床
上

浸
水
被
害
が
発
生
し
た
が

今
後

の
対
策
は
。

農
林
整
備
課
長
　
農
事
区

長
会

の
中

で
、
た
め
池
等

の
農
業
施
設
全
般

に
つ
い

て
は
、
調
整
池
的
な
活
用

も
含
め
た
管
理
を
お
願

い

し
た

い
。
ま
た
、
地
元
行

政
区
長

に
も
再
度
報
告
し

た

い
。

※
通
学
路

に
お

け
る
安
全

確
保

に

つ
い

て
も
質
問
し

ま
し
た
。

岩永議員

豪雨被害のあつた平東地区

廣 方 旧 議 員
国道322弓)ヽ 丁峠 トンネ )レ開通 0こ

合わせた夢 と希望のある まちづ くり
構想の策定 につ いて

間 .ト ンネル開通 を見据 えた
新 しいまちづ くり構想 を
策定すべ き

答。またとないチャンス。
きちんと計画を立て
大きく前進するよう努める。

質
　
八
丁
峠
ト
ン
ネ
ル
開

通
に
合
わ
せ
て
新
し
い
ま

ち
づ
く
り
の
展
開
が
十
分

可
能

と
な

る
。
そ

こ
で
、

ト
ン
ネ
ル
エ
事
の
概
要
と

甘
本
Ｉ
Ｃ
か
ら
嘉
麻
警
察

署
ま
で
の
所
要
時
間
は
。

山
口
土
木
課
長
　
ト
ン
ネ

ル
延
長
は
３
．

８
Ｋ

ｍ
、

甘
本
Ｉ
Ｃ
ま
で
３５
分
、
開

通
予
定
は
平
成
２９
年
度
末

ご
ろ
と
考
え
て
い
る
。

質
　
一局
速
イ
ン
タ
ー
ま
で

の
時
間
短
縮
に
よ
り
企
業

誘
致
活
動
が
有
利
に
な
る
。

今
後
の
工
場
団
地
構
想
を

具
体
的
に
も

っ
と
前

へ
進

め
る
べ
き
で
あ
る
。

田
中
産
業
振
興
課
長
　
一局

速
イ
ン
タ
ー

ヘ
の
時
間
な

ど
か
ら
３
２
２
号
沿
線
の

嘉
穂
地
域
に
工
場
団
地
構

想
を
位
置
づ
け
る
。

質
　
朝
倉
地
域
と
は
３０
分

近
く
に
な
り
、
歴
史
的
に

繋
が
り
が
深
い
秋
月
の
名

所
史
跡
や
、
歴
史
上
の
人

物
を
生
か
し
た
広
域
的
な

観
光
施
策
が
必
要
で
あ
る
。

産
業
振
興
課
長
　
新
た
な

観
光
資
源
と
な
り
得
る
歴

史
的
遺
産
も
あ
る
。
改
め

て
広
域
的
観
光

ル
ー
ト
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

質
　
八
丁
峠
ト

ン
ネ

ル
は
、

筑
豊
地
域

で
唯

一
県
南
地

域
と

の
多
方
面

の
窓

口
に

な
り
、
農
産
物

の
販
売
拠

点
や
新
た
な
商
業
施
設

の

可
能
性

に
つ
い
て
検
討
す

べ
き
。

産
業
振
興
課
長
　
新
た
な

道

の
駅
構
想

や
水
資
源
を

生

か
し
た
施
策
な
ど
を
検

討
す
る
。

質
　
県
南
地
域
と

の
教
育

環
境
が
人
的
、
物
的
交
流

が
可
能
と
な
り
、
教
職
員

の
広
域
交
流

や
そ
れ
を
支

え

る
地
域

の
力
な
ど
県
南

地
域

か
ら
取
り
入
れ
る

べ

き
で
る
。

福
永
教
育
課
長
　
県

の
人

事
異
動
方
針

に
も
広
域
人

事

の
方
針
も
あ
る
。
ま
た

朝
倉
市

の
方
は
、
地
域
行

事
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
も
活
発

で
あ
り
交
流
を
推
進
し
た

い
。

質

　

ト

ン
ネ

ル
開

通

は

、

嘉
麻
市
百
年

の
大
計
を
決

め
る

一
大
プ

ロ
ジ

エ
ク
ト
。

工
業
、
商
業
、
観
光
、
教

育
、
医
療
分
野

に
ま
た
が

る
ま
ち
づ
く
り

の
構
想
を

策
定
す

べ
き
で
あ
る
。

松
岡
市
長
　
ト

ン
ネ

ル
開

通
は
、
ま
た
と
な

い
チ

ャ

ン
ス
。
き
ち
ん
と
計
画
を

立

て
大
き
く
前
進
す
る
よ

う
努
め
る
。

廣方議員
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山 倉 敏 明 議 員

老朽化した危険尿屋の対策について

問.条例化する意思があるのか

答。できるだけ早急に条例化

する必要があると考えている

質
　
所
有
者

の
転
居
や
死

亡
等

の
理
由

で
、
不
完
全

な
管
理

の
ま
ま
長
年
放
置

さ
れ

て
い
る
こ
と

に
よ
り
、

空

き

家

は

廃

屋

と

な

り

、

周
辺
住
民

の
生
活
環
境
を

著

し

く

損

な

っ
て
お

り

、

雑
草

の
繁
茂
、
動
物

の
住

み

つ
き
、
倒
壊

や
建
材

の

飛
散

の
恐
れ
等
老
朽
化
し

た
空
き
家
は
地
域
社
会

に

対
し
て
不
安
と
危
険
を
も

た
ら
し
て
お
り
、

こ
れ
が

老
朽
危
険
家
屋
で
あ
る
と

思
わ
れ
る
。
わ
が
市

の
空

き
家

の
現
状
、
ま
た
は
危

険
家
屋

の
状
況
は
ど
う
な

っ
て
い
る
か
。

福
田
総
務
課
長
　
平
成
２０

年
１０
月

の
住
宅
土
地
統
計

調
査

に
よ
れ
ば
、
空
き
家

軒
数
が
２
８
７
０
軒
、
腐

朽
、
汚
損
等

の
住
宅
が
８

８
０
軒
と

い
う
状
況
。
空

き
家

に
対
す
る
苦
情
件
数

は
平
成
２４
年
４
月
か
ら
Ｈ

月
末
ま

で
で
３‐
件

で
あ
る
。

鷺
　
苦
情

の
内
容
は
ど

の

よ
う
な
も

の
か
。

総
務
課
長
　
空
き
家

に
雑

草
や
枝
等
が
繁
茂
し
、
他

に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る

の
が
９
件
、
火
災
等

の
心

配
が
６
件
、
瓦
等

の
落
下

の
心
配
が
５
件
と
、
倒
壊

家
屋

に
対
す
る
心
配
等

の

相
談
件
数
が
多
か

っ
た
。

質
　
危
険
家
屋

に
対
す
る

対
応
は
ど
う
な

っ
て
い
る

の
か
。

総
務
課
長
　
個
人

の
財
産

な

の
で
、
行
政
が
ど

こ
ま

で
関
与

で
き
る
か
、
法
的

な
根
拠
、
公
費
支
出

の
是

非

等

の
課

題

が
あ

る

が

、

関
係
各
課

で
連
携
を
取
り
、

所
有
者

に
文
書

で
改
善
を

お
願

い
し
て
い
る
。

質
　
飯
塚
市
は
条
例
を
制

定

し
、
平
成
２５
年
４
月
か

ら
施
行
す
る
よ
う
対
処
さ

れ
て
い
る
が
、
わ
が
市
は
、

条
例
化
す
る
意
思
は
あ
る

の
か
。

総
務
課
長
　
担
当
課
を
明

確

に
し
て
、
条
例

に
つ
い

て
の
考
え
方
、
法
的
整
合

性

、

市

が
抱

え

る
課

題

、

問

題

点

の
整

理

を

含

め

、

で
き
る
だ
け
早
急

に
条
例

化

の
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

※

こ

の
他

に

節

電

対

策

（Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
）
、
自
然

エ

ネ
ル
ギ
ー
に

つ
い
て
質
問

し
ま
し
た
。

山倉議員

北 冨 議 員

白門丼堰から上三緒に流れている

水路について

間.ラバーグムの水位を
下げることができないのか

答。十分調査 して、

飯塚市と協議したい

敬 三

質
　
自
門
井
堰
、
上
三
緒

に
流
れ

て
い
る
用
水
路

の

管
理
は
飯
塚
市

で
、
管
轄

事
務
所
は
遠
賀
川
河
川
工

事
事
務
所
と
な

っ
て
い
る
。

洪
水

の
障
害
と
な

っ
て
い

る
た
め
、
可
動
堰

に
改
修

し
た
井
堰

で
ラ
バ
ー
ダ

ム

と

い
う
。
そ

こ
で
井
堰

の

水
位
を
下
げ
る
こ
と
は
で

き
な

い
か
。

有
田
農
林
整
備
課
長
　
飯

塚
市
と
遠
賀
川
河
川
工
事

事
務
所

で
検
討
さ
れ
た
高

さ
だ
と
思
う

の
で
簡
単

に

変
え

る
こ
と
は
で
き
な

い

と
考
え
て
い
る
。

質
　
大
雨

の
時
、
井
堰
が

早
く
落
ち
れ
ば
、
鴨
生

の

平
野
医
院
付
近
、
西
岩
崎
、

稲
築
支
所
裏

の
水
が
流
れ
、

浸
水
が
な
く
な
る
と
考
え

る
。
今
現
在
、
水
位
が
１

ｍ
下
が

っ
て
い
る
が
、
浄

水
場

の
吸
水
は
問
題
な

い

と
聞

い
て
い
る
。
そ

こ
で

自
動

の
フ
ロ
ー
ト

ス
イ

ッ

チ
を
５。

ｃｍ
で
も
下
げ

て
や

れ
ば
水
害
が
少
な
く
な
る

と
思
う
が
ど
う
か
。

田
中
副
市
長
　
十
分
調
査

を
し
て
、
飯
塚
市
と
協
議

し
て
い
き
た

い
。

Ｊ
Ｒ
後
藤
寺
線
法
面
境
界

に
つ
い
て

質
　
Ｊ
Ｒ
後
藤
寺
線
が
稲

築
山
野
を
通

っ
て
い
る
が
、

市
道
と
線
路

の
間

に
水
路

が
あ
る
が
、
ど

こ
が
管
理

し
て
い
る
の
か
。

農
林
整
備
課
長
　
こ
れ
は

農
業
用
水
な

の
で
、
農
林

整
備
課
が
管
理
し
て
い
る
。

質
　
Ｊ
Ｒ
の
法
面
だ
と
思

う
が
、
草
本
が
水
路

に
覆

い
か
ぶ
さ
り
、
歩
道

の
方

ま

で
出

て
、　
一
度
環
境
課

を
通
じ
て
Ｊ
Ｒ
に
お
願

い

し
、
除
草
し
て
も
ら

っ
た
。

し
か
し
、
ま
だ
大
き
な
木

が
茂

っ
て
お
り
、
地
元
は

不
安

に
思

っ
て
い
る
。

こ

の
件
も
環
境
課

に
お
願

い

し
て
い
た
が
、
そ

の
結
果

は
。

平
嶋
環
境
課
長
　
雑
本
を

含
め
た
草
刈
り
と
境
界

の

件

で
１２
月
１８
日
に
立
会
す

る
予
定
で
あ
る
。

北冨議員

草本が繁茂 している」R後藤寺線敷
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質
　
私
が
調
査
し
た
中

で

は
、
同
軸
ケ
ー
ブ

ル
、
接

栓
、
分
配
器
が
交
換
さ
れ

て
い
な
か

っ
た
。

松
本
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
担
当
参
事

施
工
す
る
に
当
た

っ
て

一
部
変
更
す
る
事
態
が
生

じ
た
。
し
か
し
、
ケ
ー
ブ

ル
担
当
係
が
、
施
工
管
理

者
と
話
し
て
設
計
を
変
更

せ
ず

に
当
初

の
請
負

の
中

で
工
事
を
行

っ
た
。

質
　
一父
換
さ
れ
て
い
な

い

な
ら
、
設
計

の
変
更
が
あ

っ
て
し
か
る
べ
き
だ
。

Ｃ
Ａ
丁
Ｖ
担
当
参
事
　
業

者
が
勝
手

に
し
た

の
で
は

な

い
。
ケ
ー
ブ

ル
係

の
方

か
ら
指
示
し
た
。
全

て
市

の
責
任

で
指
示
を
し
、
金

額

の
範
囲
内

で
施
工
し
た
。

質
　
設
計
通
り
し
て
い
な

い
な
ら
、
減
額
請
求
し
な

け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
れ

に
応
じ
な

い
な
ら
被
害
届

け
を
想
定
す

べ
き
だ
。
そ

れ
を
し
な

い
か
ら
嘉
麻
署

に
相
談
に
行

っ
た
。

Ｃ
Ａ
丁
Ｖ
担
当
参
事
　
設

計
増

で
、
逆

に
業
者
が
手

出
し
し
た
。

松
岡
市
長
　
〈
フ
精
査
が
行

わ
れ
て
い
る
。
上
が

っ
て

く
れ
ば
決
済
を
行
う
。

質
　
設
計
増
と

い
う
意
味

が
分
か
ら
な

い
。
交
換
さ

れ

て
い
な

い
と

い
う

こ
と

が
現
実

で
あ
れ
ば
、
市

の

損
害
が
な

い
よ
う
取
り
組

ん
で
も
ら

い
た

い
。

事
業
比
較
に
つ
い
て

質
　
現
在

の
業
務
委
託
業

者
が
試
算
し
た
結
果
、
Ｆ

Ｔ
Ｔ
Ｈ
方
式
だ
と
更

に
９

億
円
上
が
る
と
発
表
さ
れ

た
。
そ

の
後
、
委
員
会

や

市

長

が
調

査

し
た

結

果

、

コ
ス
ト
面
も
含
め
て
、
Ｆ

Ｔ
Ｔ
Ｈ
方
式
が

い
い
と
な

っ
た
。
問
題
な

の
は
業
務

委
託
業
者
が
出
し
た
資
料

だ
。
そ
の
責
任
は
大
き

い
。

議
会
側

の
調
査
が
な
け
れ

ば
、
当
然
Ｈ
Ｆ
Ｃ
方
式

に

な

っ
て
い
た
。

１０
年
以
上

業
務
委
託
は
随
契

で
さ
れ

て
い
る
。
施
工
業
者
も
同

じ
業
者
が
契
約
し
て
い
る
。

今
後
業
者
は
、
ど
う

い
う

形
で
選
択
す
る
の
か
。

松
岡
市
長
　
業
者

の
選
定

は
、
当
然
透
明
性

の
あ

る

競
争

の
原
理

の
働
く
方
法

に
な
る
。

※
他

に

「
偽

装

請

負

」

「社
会
福
社
協
議
会
と
共

同
募
金
会
」

の
件

で
質
問
。

田 中 義 幸 議 員

デジタルSttB設 置工事について

間.設計通りしていないなら

減額請求.機害届けを

想定すべきだ

答。設計変更せずに

係が指示して行った

デジタリレセットトップボックス

田中議員

森

新

裕 治 議 員

市農業政策について

問.後継者対策に

具体策はあるのか

答.様々な制度の活用を推進したい  森議員

質
　
国
政

の
ひ
と

つ
の
間

題
点

に
な

っ
て
い
る
Ｔ
Ｐ

Ｐ
に
つ
い
て
、
今

の
段
階

で
の
考
え
を
。

松
岡
市
長
　
農
業
が
中
心

の
市
な

の
で
全

て
が
フ
リ

ー

で
は
困
る
。
国

の
支
援

策
が
不
十
分
な
ま
ま

で
こ

れ
を
行
う
と
非
常

に
農
業

者
が
大
き
な
打
撃
を
受
け

る
。
し
た
が

っ
て
条
件
を

つ
け
る

べ
き
と

こ
ろ
は

つ

け
る
。

質
　
現
在

の
兼
業

・
専
業

農
家

の
戸
数
は
。

田
中
産
業
振
興
課
長
　
専

業
農
家
が
２
５
２
戸
、
兼

業
農
家
が
７
３
４
戸

に
な

っ
て
い
る
。

質
　
農
家
戸
数
は
全
体

で

減

っ
て
い
る
の
か
。

産
業
振
興
課
長
　
５
年

に

１
回

の
デ
ー
タ
だ
が
間
違

い
な
く
減

っ
て
い
る
と
認

識
し
て
い
る
。

質
　
耕
作
放
棄
地

の
面
積

は
。

産
業
振
興
課
長
　
２３
年
度

の
農
業
委
員
会

の
調
査

で

は
‐９
　
２
ｈ

ａ
に
な

っ
て

い
る
。
更

に
調
査
時
点

で

荒
れ

て
い
る
分
は
農
地
と

し
て
み
な

い
の
で
、
実
質

は
ま
だ
多

い
と
思
わ
れ
る
。

質
　
耕
作
放
棄
地

の
対
策

は
。

産
業
振
興
課
長
　
国

の
事

業

で
主
な
も

の
が
３

つ
あ

る
。
内
容
は
再
生
利
用
事

業
、
施
設
等
保
管
整
備
事

業
、
再
生
活
動
附
帯
事
業

な
ど
支
援
事
業
で
あ
る
。

質
　
実
際
、
そ
れ
ら

の
支

援
事
業
は
利
用
さ
れ
て
い

る
の
か
。

産
業
振
興
課
長
　
利
用
さ

れ
た
人
は

い
な

い
。

質
　
基
幹
産
業
と
位
置
づ

け
ら
れ

て
い
る
が
、
農
地

す
ら
維
持
す
る
の
が
難
し

い
現
状

で
、
具
体
的
な
後

継
者
対
策
は
あ
る
の
か
。

産
業
振
興
課
長
　
農
業
就

業
者
、
生
産
額
と
も
減
少

傾
向

に
あ
り
、
特

に
後
継

者
不
足
、
高
齢
化
が
進
ん

で
お
り
非
常

に
厳
し

い
環

境

に
あ
る
。
そ
う

い

っ
た

中

で
も
様

々
な
制
度
が
あ

る
の
で
、

こ
れ
ら
を
有
効

に
活
用
し
、
担

い
手

の
育

成
ま
た
は
新
規
就
農
者
支

援

を

し

て

い

き

た

い

。

（詳
し

い
事
業
内
容
は
担

当
課
ま
で
）

※
他
に
、
農
産
物
の
ブ

ラ

ン
ド

化

や

、

Ｐ

Ｒ
活

動

、

有
害
鳥
獣
対
策
な
ど
の
質

問
を
行
い
ま
し
た
。
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藤  伸 ― 議 員

空き家対策について

間.空き家等の適正管理に

関する条例の需』定の

取り網みは。

答。早急に担当課を決め、
研究・調査していく。

質
　
一帰
麻
市

に
お

い
て
は
、

特

に
旧
炭
鉱
住
宅

の
空
き

家
が
点
在
し
て
お
り
、
調

査

に
よ
る
と
、
旧
稲
築
地

区

の
平
東
行
政
区

（空
き

家
率
２２
・
８
％
）
、
緑

ヶ

丘

行

政

区

（
空

き

家

率

２９
　
４
％
）
、
漆
生
東
行

政
区

（空
き
家
率
４‐
　
２

％
）
と
な

っ
て
お
り
、
防

災
、
防
犯

の
観
点
か
ら
空

き
家

の
適
正
管
理
を
行
う

条
例

の
制
定
が
喫
緊

の
課

題
と
考
え
る
が
。

福
田
総
務
課
長
　
担
当
部

署
を
明
確

に
し
て
、
市
民

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ

う
な
部
分

の

一
助
と
な
る

条
例
を
制
定
す

べ
き
と
考

え
て
い
る
。

松
岡
市
長
　
早
急

に
担
当

課
を
決
め
、
研
究

・
調
査

を
行

っ
て
い
く
。

【
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
の
設
置

に
つ
い
て
】

質

　

本

年

６

月

議

会

で
、

防
犯
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明

に

切
り
替
え

て
い
く
答
弁
だ

っ
た
が
、
そ
の
後

の
進
捗

状
況
は
。

総
務
課
長
　
平
成
２５
年
度

当
初
予
算
を

一
部
投
入
し
、

モ
デ
ル
的

に
実
施
を
行

い
、

十
分
精
査
し
て
本
格
導
入

に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。

質
　
一景
麻
市
全
体

で
、
防

犯
灯
が
約
５
，
５
０
０
基

設

置

さ

れ

て

お

り

、

Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
切
り
替
え

る
た

め

に
は

、

約

１

億

１

，

０
０
０
万
円

の
初
期
費
用

が
必
要
と
な

る
が
、
初
期

費
用
を
削
減
す

る
た
め
に

リ
ー

ス
方
式

の
導
入

の
考

え
は
。

総
務
課
長
　
近
隣
自
治
体

に
も
先
進
事
例
が
あ

る
の

で
、
精
査
し
て
今
後
リ
ー

ス
化

に
向
け
検
討
を
図

っ

て
い
く
。

質

　

現

在

、

日

本

で
は

エ
ネ

ル
ギ
ー
政
策

の
大
き

な
転
換
が
課
題
と
な

っ
て

お
り
、
ま
た
、
社
会
全
体

で
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
テ
ー

マ
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。
省

エ
ネ
対
策
と

し
て
も
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明

の
導

入
を
積
極
的

に
検
討
す

べ

き
と
考
え
る
が
。

市
長
　
防
犯
灯

こ
そ
節
減

の
た
め

に
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明

に
変
え

て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え

て
い
る
。
同
時

に
初
期
投
資

の
研
究

の
必

要
性
も
感
じ
て
い
る
。

＊
そ
の
他

（子
ど
も

・
子

育

て
関
連
法
案

の
成
立
を

受
け
て
の
本
市
の
取
り
組

み
）
に

つ
い
て
の
質
問
を

し
ま
し
た
。

藤議員

宮 原 由 光 議 員
熊ケ畑地区の産業廃棄物最終処分場に
ついて

問.業者説明会の開催と
福岡県に不許可の
申し出を

答。国・県に、この産廃行政を
検討し住民の不信感を
払しょくすることを求めている。

質
　

心ヽ
配
し
て
い
た
石
炭

採
掘
跡

に
発
生
す
る
被
害

が
尾
浦
地
区

で
発
見
さ
れ

た
。
処
分
場
か
ら
約
５
０

０

ｍ
の
位
置

に
、
３

ｍ
の

円
形

で
深
さ
３
～
４

ｍ
の

規
模

で
、
土
地
と
倉
庫
が

被
害

に
遭

っ
て
い
る
。
坑

日
か
ら

の
浸
透
水
と
廃
棄

物

の
地
下

へ
の
流
失
が
問

題

で
あ

る
。

こ
の
よ
う
な

状
況
か
ら
大
規
模
な
拡
張

計

画

に
反

対

し

て

い
る
。

本
来
な
ら
即
刻
営
業
を
停

止

し

て
も

ら

い
た

い
が

、

こ
の
処
分
場
は
平
成
２４
年

‐２
月
２６
日
ま

で
許
可
を
受

け

て

い
る

。

市

民

が

安

全

・
安
心

の
生
活
を
守
る

た
め
、
業
者
説
明
会

の
開

催
及
び
福
岡
県

に
不
許
可

の
申
立
を
し
て
い
る
。
市

長
は
県
知
事

に
対
し
、
明

確

に
反
対

の
意
思
を
表
明

し
て
も
ら

い
た

い
。

松
岡
市
長
　
特

に
今
、
違

法

・
違

反

と

出

た

と

き

、

許
認
可
権
者

の
県
が
す
ぐ

に
対

応

し
な

い

こ
と

が

、

住
民

の
不
信
感

に
繋
が

っ

て
い
る
。
国
や
県

に
対
し
、

こ
の
産
廃
行
政

に
は
検
討

が
必
要

で
、
住
民
が
安
心

で
き
る
よ
う

に
す

べ
き
と

意
見
を
述

べ
て
い
る
。

質
　
処
分
場
内

の
排
水
や

浸
透
水
が
地
下
水
を
直
接

汚

染

し

て

い
る
場

所

と

、

上
山
田
浄
水
場
、
深
井
戸
、

鴨
生
地
区

の
旧
炭
鉱

の
坑

内
水

の
水
質
検
査
を
し
て

も
ら

い
た

い
。

平
嶋
環
境
課
長
　
坑

回
は
、

県
が
現
在
調
査
中
。
地
下

水
調
査
は
、
許
認
可
権
者

の
県
が
行
う
か
、
市
単
独

で
行
う
か
、
再
度
検
討

・

協
議

の
上
考
え
た

い
。

嘉
麻
赤
十
字
病
院

の
建

て

替
え
及
び
存
続
に
つ
い
て

質
　
総
合
的
病
院
及
び
救

急
医
療

・
災
害
拠
点
病
院

と
し
て
医
療
施
設

の
充
実

を
図
る
こ
と
。
建

て
替
え

時

に
は
、
隣
接

の
山
田
高

校
跡
地
を
有
効
活
用
す
る

こ
と
を
行
政
区
長
連
合
会

の
協
力
を
得

て
、
山
田
地

区
７
４
１
０
名

の
署
名
を

集
め
、
そ

の
名
簿
を
Ｈ
月

７
日
嘉
麻
赤
十
字
病
院

の

院
長

に
、
市
長
と
議
員
６

名

で
陳
情
し
た
。
今
後

の

取
り
組

み
は
ど
う
す

る
の

カ市
長
　
日
赤
病
院
は
非
常

に
重

要

な

病

院

で
あ

り

今
後
、
行
政

。
議
会

・
市

民
が

一
体
と
な

っ
て
取
り

組
む
必
要
が
あ
る
。

宮原議員
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赤 間 幸 弘 議 員

通学路及び学校施設の安全対策について

聞.機婚・購籠難鍮整備及び

準機施設の鸞朧箇構について

答.児童生徒の安全・安心の

確保は重要な問題であり、
今後十分に取り組んでいく
必要がある

質
　
通
学
路

の
危
険
箇
所

が
、
市
内

に
は
１５
カ
所
あ

り
、
交
通
安
全
対
策
交
付

金
等
を
活
用
し
、
平
成
２５

年
度

か
ら
改
善
す
る
予
定

と
聞

い
て
い
る
。
通
学
路

の
安
全
対
策
は
道
路
だ
け

で
は
な
く
、
街
灯

・
防
犯

灯
も
含
ま
れ
る
が
、
街
灯

設
置

の
要
望
や
教
育
委
員

会

で
の
独
自

の
調
査
は
行

っ
て
い
る
の
か
。

福
永
学
校
教
育
課
長
　
文

部
科
学
省

の
通
学
路
安
全

点
検

に
は
街
灯
設
置
が
調

査
項
目

に
含
ま
れ

て
い
な

か

っ
た
た
め
、
嘉
麻
市
独

自

で
調
査
し
た
結
果
、

１３

カ
所
６３
本

の
設
置
要
望
が

上
が

っ
て
い
る
。
昨
年
度

は
夢
サ
イ
ト
か
ほ
周
辺

の

街
灯
設
置
を
要
求
し
、
５

灯
設
置
で
き
た
。

棄
野
教
育
長
　
残
り

の
５８

本

に
つ
い
て
も
、
総
務
課

や
関
係
機
関
と
調
整
し
な

が
ら
、
で
き
る
だ
け
早

い

時
期

に
設
置

で
き
る
よ
う

協
議
を
重
ね

て
い
き
た

い
。

震
　
９
月
２２
日

に
、
福
岡

市
内

の
小
学
校

で
、
体
育

用
具
室

の
天
丼
か
ら

コ
ン

ク
リ
ー
ト
片
が
剥
が
れ
落

ち
、
児
童
が
擦
り
傷
を
負

っ
た
と

い
う
新
聞
報
道
が

あ

っ
た

。

嘉

麻

市

で
は

、

学
校
施
設

の
調
査
は
行

っ

て
い
る
の
か
。

学
校
教
育
課
長
　
各
学
校

で
常

に
学
校
安
全
体
制
を

整
備
し
、
教
職
員
が
随
時
、

学
校
施
設
を
点
検
し
て
い

る
。
危
険
箇
所
が
見

つ
か

っ
た
場
合
は
、
立
ち
入
り

禁

止

等

の
処

理

を

し

て
、

教
育
委
員
会

へ
報
告
す
る

よ

う

に
指

示

し

て

い
る
。

昨
年
度
は
子
ど
も
た
ち

に

危
険
を
及
ぼ
す
箇
所

の
報

告
は
な
か

っ
た
が
、
雨
漏

り
等

で
床
が
滑
り
や
す
く

な

っ
て
い
る
と

い
う
箇
所

の
報
告
は
あ

っ
た
。

賞

　

子

ど

も

た

ち

の
安

全

・
安
心
が
第

一
と
言

っ

て
い
る
が
、
安
全

・
安
心

の
ま
ち
づ
く
り

の
観
点
か

ら
、
学
校
施
設
、
通
学
路
、

街
灯

の
問
題

に
つ
い
て
は
、

今
後
ど

の
よ
う

に
対
処
す

る
の
か
。

松
岡
市
長
　
安
全
確
保

の

た
め

に
再
点
検
が
必
要

で

あ
り
、
児
童

の
安
全

・
安

心

の
確
保
は
非
常

に
重
要

な
問
題
な

の
で
、
今
後
十

分

に
取
り
組
ん

で
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

赤間議員

田 中 日本明 議 員

庁舎建設について

間.総合菫麗篇鐵で

籍醸磯箪が鷺むのか

答.庁舎問題を含め、
総合的に考える必要がある

質
　
先
般

の
庁
舎
特
別
委

員
会

で
、
建
設
す
る
な
ら

稲
築
地
区

で
と

い
う
結
果

が
出
た
が
そ

の
結
果

に

つ

い
て
、
市
長
は
ど

の
様

に

考
え
る
か
。

松
岡
市
長
　
碓
井
を
本
庁

に
し
た

い
と

い
う
考
え
を

持

っ
て
い
る
。
特
別
委
員

会

の
意
向
を
無
視
す
る

つ

も
り
は
な

い
が
、
予
算
面

を
熟
慮
し
、
ま
た
庁
舎
は

必
要
な

い
、
他

の
も

の
に

と

い
う

声

も

聞

く

の

で
、

そ
う

い

っ
た
も

の
を
勘
案

し
て
考
え

る
必
要
が
あ
る
。

鷲
　
一昴
麻
市
と
し
て
は
１０

年
、

２０
年
を
見
据
え
た
中

で
、
庁
舎
問
題
を
考
え

る

必
要
が
あ
る
。
総
合
支
所

方
式

で
本
当

に
行
政
改
革

が
進
む
の
か
。

市
長
　
総
合
支
所
を
無
く

し
た
ら
地
域
が
疲
弊
す
る

心
配
が
あ
る
の
で
、
総
合

的

に
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

質
　
総
合
支
所
、
分
庁
方

式

で
は
職
員
４
０
０
人
体

制
は
出
来
な

い
と
思
う
が
。

市
長
　
集
約
し
て
も
職
員

数
は
変
わ
ら
な

い
と
思
う
、

福
祉
面
も
含
め
慎
重

に
庁

舎
問
題
を
考
え
る
ｃ

要
望
　
行
政
改
革
を
進
め

る
に
は
職
員

の
定
数
あ
る

い
は
庁
舎
問
題
は
重
要
案

件
だ
と
思
う
し
、
今
後

の

嘉
麻
市
が

い
か
に
あ

る
べ

き
か
、

い
か
に
す

べ
き
か
、

将
来

の
展
望
を
踏
ま
え

て

の
取
り
組
み
を
望
む
。

職
員
の
勤
務
労
働
条
件
の

整
備
に
つ
い
て

質
　
給
与

の
見
直
し
は
あ

る

一
定
は
な
さ
れ

て
い
る

が
、
未
だ
改
善
さ
れ
て
い

な

い
点

も

見

ら

れ

る

が

、

ど
う
か
。

田
中
人
事
課
長
　
国

の
基

準
、
他
市

の
状
況
と
均
衡

を

図

っ
て
協

議

を

進

め

、

現
在
に
至

っ
て
い
る
。

質
　
給
与
構
造
改
革

に
伴

う
経
過
措
置
は
、
２
０
１

３
年

の
４
月

に
廃
止
と

い

う
勧
告
が
な
さ
れ

て
い
る

が
、
国
家
公
務
員
並
み
に

即
廃
止
は
出
来
な

い
の
で

は
な

い
か
。

人
事
課
長
　
県
お
よ
び
他

の
公
共
団
体

の
動
向
を
見

て
、
十
分
協
議
を
進
め
る
。

質
　
経
過
措
置
対
象
職
員

は
公
平

に
取
り
扱
わ
な
け

れ
ば
い
け
な
い
の
で
は
。

人
事
課
長
　
職
員
の
処
遇

は
条
例
、
規
則
に
沿

っ
た

取
り
扱
い
を
す
る
。

田中議員

碓丼庁舎
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山 本 幹 雄 議 員

遠賀川内の固定堰の改修について

間.稲築地内の洗越燿の

政修はいつか

答。下流から施工予定
‐であるので3番 目となる

質
　
国
土
交
通
省

へ
の
改

修
要
望
を
稲
築
町
時
代
は

毎
年
し
て
い
た
が
、
今
は

ど

つヽ
な

っ
て

い
る

の
か
。

ま
た
、
碓
井

の
光
代
堰

の

次

に
は
洗
越
堰

の
改
修

に

か
か
る
と
言

っ
て
い
た
が

ど
う
か
。

有
田
農
林
整
備
課
長
　
要

望

は
今

も

行

っ
て

い
る

。

平
成
２２
年

に
は
遠
賀
川
河

川
事
務
所

に
要
望
を
行

っ

た
。
平
成
１５
年

に
飯
塚

の

大
水
害
が
あ
り
、

こ
の
被

害
を
受
け
て
今
後

の
改
修

は
順
次
下
流
か
ら
実
施
予

定
で
、
３
番
目
と
な
る
。

質
　
７
月
１４
目

の
大
雨

で

稲
築
上
黒
田
の
住
宅

の
家

屋
浸
水
や
農
作
物

の
被
害

も
あ

っ
た
。
河
川
内

の
固

定
堰
を
可
動
堰

に
改
修
す

る
こ
と

に
よ
り
、
大
雨
時

の
水
位
は
下
が
り
被
害
は

解
消
さ
れ
る
と
思
う
が
ど

う
考
え
る
か
。

農
林
整
備
課
長
　
可
動
堰

で
あ
れ
ば
水
位
は
低
く
な

る

こ
と

が

予

想

さ

れ

る
。

し
か
し
、
今
回

の
象
雨
は

１
時
間

に
８２

皿
と

い
う
大

変

な

雨

量

だ

っ
た

の

で
、

一
概

に
は
言
え
な

い
と
思

つヽ
。

松
岡
市
長
　
〈
フ
回

の
被
害

は
過
去

に
例

の
な
か

っ
た

一呆
雨

に
よ
る
も

の
と
は

い

え
、
先

々
異
常
気
象

で
再

び
発
生
す
る
恐
れ
も
あ
る
。

住
民

の
安
全
安
心
を
守
る

た
め
、
引
き
続
き
粘
り
強

く
陳
情
を
続
け
て
い
く
。

地
下
水
規
制
条
例

の
制
定

に
つ
い
て

質
　
昨
年
６
月
２２
日
に
請

願
書
が
提
出
さ
れ
、
９
月

の
民
生
文
教
委
員
会

に
て
、

市
長
か
ら
、
課
題

の
整
理

も
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い

が
条
例
を
制
定
す
る
と

い

う
回
答
が
あ

っ
た
が
、
そ

の
後

の
事
務

の
進
捗
は
ど

つヽ
か
。

平
嶋
環
境
課
長
　
地
域

の

方

々
の
生
活
圏
で
も
あ
る

井
戸
水
や
地
下
水
を
守

る

と

い
う
条
例
は
必
要
だ
と

考
え

て
い
る
。
現
在
、
上

位
法
と

の
関
係
や
法
的
な

規
制
が
ど

こ
ま

で
出
来

る

の
か
、
今
後
環
境
審
議
会

の
意
見
を
取
り
入
れ
な
が

ら
、
３
月
議
会

に
は
提
案

で
き
る
よ
う
努
力
し
て
い

※
こ
の
ほ
か
①
各
学
校
に
お

け
る
教
材
開
発
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
に
つ
い
て
②
全
国
学
力
学

習
状
況
調
査
の
結
果
に
つ
い

て
の
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

山本議員

洗越堰

田 淵 千恵子 議 員

教育行政について

間.い じめ問題について

答。いじめは犯罪である

という認識を必要とする

質
　
生
徒

の
自
殺
ま
で
に

至

っ
た
大
津
市

の
い
じ
め

問
題
を
契
機

に
、

い
じ
め

に
関
す

る
全
国
緊
急
調
査

が
行
わ
れ
た
。
結
果
は
１４

万
件
と
発
表
さ
れ
、
都
道

府
県

に
よ
り
解
釈

の
相
違

か
ら
格
差
が
で
て
い
る
も

の
の
、
福
岡
県
は
４
月
か

ら

の
半
年
間

で
５
４
０
件

と
し
て
い
る
が
、
本
市

に

お

い
て
の
実
態
は
ど
う
な

っ
て
い
る
か
。

福
永
学
校
教
育
課
長
　
小

学
校
３
件
、
中
学
校
４
件

の
事
例
が
あ
が

っ
て
き
た
。

内
容
と
し
て
は

「冷

や
か

さ
れ
た
り
、

い
や
な

こ
と

を

い
わ
れ
た
り
す
る
」
な

ど

の
行
為
だ
が
、
早
期
発

見
、
早
期
対
応
が
効
を
奏

し
、
す

べ
て
解
決
済

み
だ
。

質

　
い
じ
め
を
生
ま
な

い

土
壌
づ
く
り
が
最
重
要
と

考
え

る
が
、
本
市

の
い
じ

め
と
捉
え

る
定
義
は
何
か
。

学
校
教
育
課
長
　
学
校

の

内
外
問
わ
ず
、
児
童
、
生

徒
が

一
定

の
者
か
ら
心
理

的
、
物
理
的
な
攻
撃
を
受

け
た

こ
と

に
よ
り
、
精
神

的
な
苦
痛
を
感
じ
て
い
る

こ
と

と

定

義

し

て

い
る
。

ま
た
、

い
じ
め

に
対
す
る

基
本
認
識

の

一
つ
に
ど

の

学
校
、
ど

の
子

に
も
起

こ

り
う
る
と

い
う
危
機
意
識

を
持
ち
、
日
頃
か
ら
未
然

防
止

や
早
期
発
見

に
努
め
、

い
じ
め
が
発
生
し
た
時

に

問
題
を
隠
さ
ず
、
迅
速
か

つ
適
切
な
対
応
が
な
さ
れ

る
よ
う
指
導
し
て
い
る
。

質
　
早
期
対
応

の
方
策
と

は
何
か
。

学
校
教
育
課
長
　
ア
ン
ケ

ー
ト

に
よ
る
実
態
把
握
や

教

育

相

談

月

間

の
設

定

、

ス
ク
ー

ル
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー

や
養
護
教
諭

の
活
用
等

で

子
ど
も
を
守
り
ぬ
く

こ
と

と
考
え
る
。

賣

　
い
じ
め
は
絶
対
許
さ

れ
な

い
。
ど

の
子

に
も
起

こ
り
得
る
と

い
う
緊
迫
感

持
ち
、
事
象
を
発
見
し
た

ら
最
後
ま

で
守
り
ぬ
く

こ

と
が
大
事
。
解
決
は
大
人

の
責
任
と
し
て
健
全
な
児

童
、
生
徒
を
育

て
な
け
れ

ば
な
ら
な

い
。

い
じ
め

に

関
す
る
市
長

の
持
論
は
。

市
長
　
愛
情
を
注
ぎ
、
幼

い
時
か
ら

の
教
育
が
大
切
。

今
後
は

い
じ
め
は
犯
罪
と

い
う
認
識
を
深
め
る
必
要

が
あ
る
。

※
こ
の
ほ
か
特
定
健
診
に

つ
い
て
質
問
を
し
ま
し
た
。

田淵議員
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